
(1/8) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＲＣ－Ｇ８ 
 

ユ ー ザ ー ズ ガ イ ド 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３版 

株式会社 彗星電子システム 

 



(2/8) 

 

 

 

第１版 ２００７年  ３月  発行 

第２版 ２００７年  ５月  発行 

第３版 ２００８年  ７月  発行 

 

 

Copyright C 2007 株式会社 彗星電子システム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 本装置は、ルネサスエレクトロニス製フラッシュＲＯＭ、ＥＰＲＯＭ、ワンタイムＰＲＯＭ内蔵のワンチップマ

イクロコンピュータ専用の書込装置です。他のデバイスへの書込みや、他の用途には使用できません。 

 

○ 本装置の保証期間はご購入後１年間です。この間に製造上の問題によって発生する不良は無償で修理を行います。 

 販売店または、当社に連絡してください。 

  但し、ソケット、スイッチ等消耗品の不良は有償となります。また本装置により書込まれたＭＣＵデバイスの不 

良及び、それにより発生する問題については保証できません。 

 

○ 本装置を量産に使用される場合は、事前にお客様自身で使用環境等を考慮し、信頼性を確認の上ご使用下さい。 

 

○ 国内の使用に際し、電気用品取締法及び、電磁波障害対策の適用を受けていません。 

 また本装置は、ＵＬ等の安全規格，ＩＥＣ等の規格を取得しておりません。従って、日本国内から海外に持ち出さ 

れる場合は、この点をご了承ください。 

 

○ 本書に記載されている内容は、今後性能改良などの理由で将来予告なしに変更することがあります。なお記載内

容の運用した結果に関しては、株式会社 彗星電子システムはその責任を負いかねますのでご了承ください。 

 

○ 本説明書及びソフトウェアの内容についてのお問い合わせは、下記までお願い致します。なお、お問い合わせに 

際してはＥ－ｍａｉｌ、ＦＡＸにて受け付けております。 

 

 



(3/8) 

 

１. 概要 

ＲＣ－Ｇ８は、ＥＦＰ－ＲＣ本体を８台接続して使用するＥＦＰ－ＲＣ専用ギャング書込みユニットです。 

ＲＣ－Ｇ８にＥＦＰ－ＲＣ本体を８台接続して使用することにより、ルネサスエレクトロニクス製フラッ

シュメモリ内蔵ＭＣＵおよびＱｚＲＯＭ内蔵ＭＣＵへのシリアル入出力モードによる書込み、読出しが８個

同時に行えます。 

図１．１にＲＣ－Ｇ８の外形図を示します。 

 

 

図１．１ ＲＣ－Ｇ８外形図 

 

 

 

ＥＦＰ－ＲＣのシリアルＮｏ.５Ａ０００４９以前(２００５年２月以前に出荷)のものは、本装置 

ではご使用できません。 

本装置を使用する際は、シリアルＮｏ.５Ａ０００５０以降のＥＦＰ－ＲＣを御用意ください。 

EFP-RC接続用コネクタ　× 8

T_VDD切替えS/W

T_VPP切替えS/W

DC電源コネクタ

Ｓｔａｒｔスイッチ

Status LED × 8

Conect LED ×8

Device LED × 8

ユーザーターゲット接続用コネクタ × 8

【注意】 使用できない EFP-RC について 
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２. ＲＣ－Ｇ８パネル名称、機能説明 

ＲＣ－Ｇ８の各ＬＥＤ、スイッチ、コネクタの名称および機能説明を図２．１ ＲＣ－Ｇ８パネル図に

示します。 

 

 

記号 名 称 内 容 

① Connect LED（緑） EFP-RC 接続時に点灯します。 

② Device LED(橙) ﾃﾞﾊﾞｲｽｺﾏﾝﾄﾞ実行時に点灯します。 

③ Status LED(赤/緑) 
ﾃﾞﾊﾞｲｽｺﾏﾝﾄﾞ実行結果が正常終了時は、“緑色”に点灯します。 

ﾃﾞﾊﾞｲｽｺﾏﾝﾄﾞ実行結果がｴﾗｰ終了時は、“赤色”に点灯します。 

④ 電源ｺﾈｸﾀ 外部から DC17.5V～24V を供給します。 

⑤ T_VDD 電圧設定ｽｲｯﾁ 
ﾕｰｻﾞｰﾀｰｹﾞｯﾄへ供給する T_VDD の電圧設定ｽｲｯﾁです。 

T_VDD の電圧を 3.3V、4.5V、5V を設定することが出来ます。 

⑥ T_VPP 電圧設定ｽｲｯﾁ 
ﾕｰｻﾞｰﾀｰｹﾞｯﾄへ供給する T_VPP の電圧設定ｽｲｯﾁです。 

T_VPP の電圧を 4.5V、5V、7.9V、12V を設定することが出来ます。

⑦ EFP-RC 接続用ｺﾈｸﾀ EF1TGCB-16W16W を使用し、EFP-RC を接続します。 

⑧ ﾕｰｻﾞｰﾀｰｹﾞｯﾄ接続用ｺﾈｸﾀ ﾀｰｹﾞｯﾄ接続ｹｰﾌﾞﾙを使用し、ﾕｰｻﾞｰﾀｰｹﾞｯﾄを接続します。 

⑨ ｽﾀｰﾄｽｲｯﾁ 動作開始ｽｲｯﾁです。各 EFP-RC の S ｷｰに接続されます。 

図２．１ ＲＣ－Ｇ８パネル図 
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３. ＲＣ－Ｇ８接続方法 

 図３．１にＲＣ－Ｇ８の接続図を示します。 

 

 

記号 名 称 内 容 

① RC-G8 RC-G8 本体 

② ERP-RC EFP-RC 本体 

③ 電源ｱﾀﾞﾌﾟﾀ 出力：19V、電流容量：3.2A 

④ EF-1TGCB-16W16W ERP-RC と RC-G8 の接続ｹｰﾌﾞﾙ、両側 16PinCN 加工 

⑤ ﾀｰｹﾞｯﾄ接続ｹｰﾌﾞﾙ RC-G8 とﾕｰｻﾞｰﾀｰｹﾞｯﾄの接続ｹｰﾌﾞﾙ、片側 16PinCN 加工 

③～⑤は①の RC-G8 に付属。（⑤は EF1TGCB-16WX が付属）それ以外の製品は別途ご用意ください。 

   図３．１ ＲＣ－Ｇ８接続図 

 

３．１ 注意事項 

 

注１：ＲＣ－Ｇ８とＥＦＰ－ＲＣとの接続は、ＲＣ－Ｇ８およびＥＦＰ－ＲＣの電源がＯＦＦの 

状態で行ってください。 

 

注２：ＲＣ－Ｇ８の Device LED(橙)が点灯時は、ＥＦＰ－ＲＣおよびユーザーターゲット基板 

との接続ケーブルは活線状態となっていますので、ケーブルの挿抜は行わないでください。 

 

注３：ＲＣ－Ｇ８とＥＦＰ－ＲＣとの切り離しは、ＲＣ－Ｇ８およびＥＦＰ－ＲＣの電源がＯＦ 

Ｆの状態で行ってください。 

 

注４：ＥＦＰ－ＲＣおよびユーザーターゲットへの電源供給はＲＣ－Ｇ８側で行います。ユーザータ 

ーゲットへの供給電流は５０ｍＡ（８台使用時）となります。 
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４. 表示ＬＥＤの点灯パターン 

図４．１に表示ＬＥＤの点灯パターンを示します。 

 

 

番号 動作 LED 名 内 容 

① 電源投入時 

Connect 
EFP-RC 接続時は“緑色”に点灯。 

EFP-RC 未接続時は消灯。 

Device 消灯 

Status 消灯 

② ﾃﾞﾊﾞｲｽｺﾏﾝﾄﾞ実行時 

Connect “緑色”に点灯。 

Device “橙色”に点灯。 

Status 消灯 

③ ﾃﾞﾊﾞｲｽｺﾏﾝﾄﾞ実行結果 

Connect “緑色”に点灯。 

Device 消灯。 

Status 
正常終了時、“緑色”に点灯。 

ｴﾗｰ終了時、“赤色”点灯。 

図４．１ 表示ＬＥＤの点灯パターン 

 

５. Ｔ＿ＶＤＤおよびＴ＿ＶＰＰ電圧設定スイッチ 

図５．１にＴ＿ＶＤＤおよびＴ＿ＶＰＰ電圧設定スイッチのシルク図を示します。 

 

 

名 称 内 容 

T_VDD Select 

ﾕｰｻﾞｰﾀｰｹﾞｯﾄへ供給する T_VDD の電圧設定ｽｲｯﾁです。 

T_VDD の電圧を 3.3V、4.5V、5V を設定することが出来ます。 

4BitQzROM：4.5V、8BitQzROM：5V に設定してください。 

T_VPP Select 

ﾕｰｻﾞｰﾀｰｹﾞｯﾄへ供給する T_VPP の電圧設定ｽｲｯﾁです。 

T_VPP の電圧を 4.5V、5V、7.9V、12V を設定することが出来ます。 

4BitQzROM、8BitQzROM ともに 7.9V に設定してください。 

図５．１ T_VPP 電圧設定スイッチシルク図 

 

注１：ＲＣ－Ｇ８本体の Device LED（橙）の点灯時は、Ｔ＿ＶＤＤおよび T_VPP 電圧設定ス 

イッチの切り替えは行わないでください。 
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Device X

※XにはA～Dが入る。

 

６. ユーザーターゲット接続用コネクタ 

図６．１にユーザーターゲット接続用コネクタのピン配置図を示します。 

表６．１にユーザーターゲット接続用コネクタの端子表を示します。 

 

 

図６．１ ターゲット接続コネクタピン配置図 

 

表６．１ ユーザーターゲット接続用コネクタ端子表 

Pin NO. 端子名 入出力 説 明 

1 GND  GND 

2 (N.C) －  

3 T_VPP 出力 ターゲット書込み電源出力。4.5V、5V、7.9V、12V 

4 T_VDD 出力 ターゲット電源出力。3.3V、4.5V、5V 

5 T_VPP２ 出力 ターゲット書込み電源出力 2 

6 Err 出力 外部実行時エラー表示 

7 Busy 出力 外部実行中表示 

8 T_PGM/OE 出力 ターゲット書込み読み出しパルス 

9 T_SCLK 出力 動機通信用クロック 

10 T_TXD 出力 シリアル送信データ 

11 T_RXD 入力 シリアル受信データ 

12 T_Busy 入力 ターゲット Busy 信号 

13 Start 入力 外部起動スイッチ 

14 T_Reset 出力 ターゲットリセット制御信号 

15 (N.C) －  

16 GND  GND 
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７. ＲＣ－Ｇ８操作方法 

 

ＲＣ－Ｇ８を使用する際は、各ＥＦＰ－ＲＣをメモリ実行モードに設定する必要があります。 

ＥＦＰ－ＲＣメモリ実行モードの設定方法は、「ＥＦＰ－ＲＣ操作説明書 メニュー時の“Ｓ”キー動  

作」の項目に記載されておりますので、あらかじめ各ＥＦＰ－ＲＣをメモリ実行モードに設定し御使用下

さい。 

下記にＲＣ－Ｇ８の一連の操作方法について説明します。 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

↓ 

 

 

 
 

 

※続けて使用する場合は再度⑦、⑧を実行。 

 

            C ｺﾝﾊﾟｲﾗ、ｴﾃﾞｨﾀｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝにて各ﾌｧｲﾙを作成 

      EFP-RC ｺﾝﾄﾛｰﾙｿﾌﾄｳｪｱでの操作 

      EFP-RC 本体での操作 

      RC-G8 本体での操作 

 

※スタートスイッチは１秒以上、入力し続けてください。入力時間が短いと

ＥＦＰ－ＲＣが動作しない場合があります。 

 

 

 

①ユーザープログラム、スクリプトファイルを作成する。 

②ユーザープログラムをＨＸＷファイルに変換する。 

③HXW ﾌｧｲﾙ、ｽｸﾘﾌﾟﾄﾌｧｲﾙをｺﾝﾊﾟｸﾄﾌﾗｯｼｭｶｰﾄﾞにｺﾋﾟｰする。 

④メモリ実行モードに設定する。

⑤スタートスイッチを押す。

⑥実行するメモリチャンネルを選択する。

⑦スタートスイッチを押す。

⑧スクリプトファイル実行開始。 


